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熱 帯 植 物 の 可 塑 性 に お け る 転 移 因 子 の 役 割
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背景と目的

生物の種多様性は熱帯・亜熱帯城の低緯度地域で高

く、高緯度地域になるに従って減少することが知られ

ている。しかし、依然として種の多様性を生み出すメ

カニズムは不明である。最近、トウモロコシの転移性

遺伝因子(トランスポゾン)が紫外線によって活性化さ

れ、体細胞突然変異率を上昇させることが報告された。

このことは、熱帯・亜熱帯地域のような高強度紫外線

環境下では、転移因子による植物ゲノムの再編が起こ

りうる可能性を示唆している。本研究計画では、沖縄

に自生しているクロトン(Codiaeum variegatum)を用い
て、多様性創出における転移因子の役割について基礎

的知見を得ることを目的とする。

検討結果

6系統のクロトンについて、ヨナグニサン(蛾)

Mariner-Like Element (MLE)配列中のTransposase (TP)

に対するコンセンサスプライマーを用いPCR増幅を行

った。その結果、用いた全ての系統において予測され

る500bpのバンドが検出され、 MLEの存在が示唆され

た。RNA型転移因子の一つであるTy1/Copiaの逆転写

酵素の配列に対するdegenerate PCRをおこなった結果、

約300bpのPCRクローンが得られ、ワタのTy1/Copia

レトロポゾンと68%の相同性を示した。沖縄に自生し

ている熱帯植物についてMLEの伝播を検討した。マ

ングローブを含む樹木性熱帯植物27

種の中で、デイゴとフクギからクロ

トンと同様なMLEのPCRクローンが

得られた。しかし、 MLEの見つかっ

たヨナグニサンの餌種であるアカギ

からはPCRクローンは得られなかっ

た。

考察
MarinerはTc1/Marinerファミリーに属するDNA型

トランスポゾン(クラスII因子)で、これまでに広汎な

動物種で類似配列が発見されている。しかし、植物で

の報告例は限られており、 MLEとの相同性は非常に

低く転移活性はないと考えられている。今回、同所的

に生息する昆虫のMLEが植物であるクロトンに見い

だされたことと、クロトン以外の熱帯植物にも同様な

配列が認められたことは、 MLEが種を越えて同所的

に水平伝播していることを強く示唆している。
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熱帯植物からのmariner like elementsのPCR
法(A)及びPCR-サザン法(B)による検出
Lane1;クロトンC. variegatum(L.)Juss, lane 2;

アカギBischofia javanica Bl., lane 3;テリハポク

Calophyllum inophyllum L., lane 4;キパノタイワンレ
ンギョウDuranta repens L. cv. `Yellow Leaf

lane 5;ガジュマルFicus microcarpa L. f., lane 6;オ
ウゴンガジュマルFicus microcarpa L. f. cv.

`Golden leaves', lane7;デイコErythrina variegata
L. var. orientalis Merrill, lane 8;フクギGarcinia

subelliptica Merr., lane 9;モモタマナTerminalia
catappa L, lane 10;ソラマメVicia fava L.

M: molecular

markers

1:クロトン

2:アカギ

3:テリハポク

4:キバノタイワン

レンギョウ

5:ガジュマル
6:オウゴンガジュ

マル

7:デイゴ
8:フクギ
9:モモタマナ
10:ソラマメ
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